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303 Genus　Schwanniom　 ces 　K16cker（Saccharomycetaceae）の 18Sお よび 26S リ

ボゾーム RNA の 部分塩基配列に墓つ く分子系統　　　　　　（静大応生化 、

＊財 ・ 発酵谺）　 山田雄三 ． O 前田 こうじ郎、 長浜綾彦 、 坂野　勳 ＊

　1）目的　Genus　 gaRni 　 ces 　Klcpckeriこ属する諸菌株 は genus ！Dtggazzgg1Mggsb　　　　 Lodder
et 　Kreger・van 　Rij に属する諸菌株の ように、

　 ascospore は uarty であるが、 また、　 genus
Pichia　Hansen に属する諸苗株の あるもの の よ うに、

　 equatorial 　ledgeをもつ 。 前二 者は 、

ともに、 化学分類学的に Q・9で精徴づけ られ る 。 本研究は18Sおよび26S　rRNAの部分塩基配
列を求め 、 両属の 系統関係を明 らかに しよ うとした 。

　2）方法および緒果　§一 に属する 6菌株を用い、前報記載の方法 （エ）に て、

rR甑 の 部分塩墓配列を求め た 。 18S　rRNA の position 　1451・1618（S．cerevisiae ）の 領域では、

Schw．occidentalis （Q−9）は D．hansenii（Q・9｝とは positien　1482（ムto　G）で相違 した。 本菌
の finger　print　segment （1）での 塩基配列は AUUAGで 、

　gDgSlgZZ2Ub！ggsb　 en菌株のAUUAA（2）とは

異なっ た 。

一一fi．一 （Q・7）はfinger　print　segment の塩基配列ACAAを示し、

葡二 者との塩甚の 相違数も大であ っ たこ とよ り、系統的に大き く異なる 。 Schw．occiden ヒa−

1隻 var ．　 お よびSchw。occidentalis 　var ．麒 の聞での塩基の 相違は見い だ
せ なか っ た ． 　 Schw．occidentalis の 　 1迦 鎚 1藍 （type　species）に対する塩墓

の 相違数は 2 であ り、 genUS　iD！egA：licg！gb　　　　 内の 諸菌株での 塩基 の 相違数は 1 であっ た e これ

らの 結果は、Schw． occidentalis は genus ！DS1｝ag）cgi1　Lggb　 e’− transferされるの ではな く、  、

一 の 1種と して存在しうる こ とを示唆する 。 その 他 、 本菌の 26SrRNAの部分塩
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　　　　　　Genus　Metschnikoutia　Kamienski（Spermophthoraceae）およびそれに関逗する

　 304　　 乎嚢酵母 の 18Sリボゾー
ム RNA の 部分塩基配列に基づく分子系統 （静大応生

　　　　　　化、 ＊財 ・ 発酵研）　 山田雄三 、O 長浜統彦、前田 こうじ郎、坂野　勳＊

　1）目的 Genus　 ffets・hRik。wia 　Kanienskiに属す る諸菌撫 ま 9・・e・a 噸 P・9・

1i。n　and 魎 Yamadaに属する諸菌株の よ うに 、　need 玉e ・shaped 　ascosp 。re を形成す る
が 、 また、 geBus　1NNPt1a19SE9：at　　　（Q−50r　Q・6）とは異な り、　genus 幽 に属 する諸薗棟
の よ うに、化学分類学的に Q・9を持つ 。 演者 らは、さ髫に 、 それ らの 菌株の 部分臨基配列 を

報告した （1）。 本研究は、genus 　Hetschnikogia、お よび、 それ に関連す る酵母菌株の 18S
rRNA の部分塩基配列 を求め、本属の属内、他属との系統関係 を明 らか に しようとした 。

　2）方法お よび結果　Genus　Hetschnikowia　lこ属する酵母 7標の 18S　rRNA の 部分塩基配
列を求め た（2）。18S　rRNA の 1400Rの領域で は、− IFO　1408＊ （＊ は基準株を

示す）、M．reukaufii 　IFO　1405、　 IFO　1679＊、　M，　zobellii 　IFO　1680＊の finger　print　seg −

ment の 塩基配列 は UUAであっ た 。

一
方、岡，　 ulcherrima 　IFO　1407、　 IFO　1678＊の それ は UUG、

li．　lunata　IFO　1605＊ の それは A　であっ た。 圖種の間での 塩基の相違数は 0 であ っ た 。

亘一 （基準種）と Me　 reukaufii 、
　M．　 zobellii 、　etL．m ！：Lgt！gzptal　h 　 、囲．lunata と

の 塩基の 相違数は、それ ぞれ 、 O、 1、 2、 5 であ っ た 。
　 M。　australis 　 UCDフ1−82 は 、 他

の 勘 しschniko 血 species 　（Q−9）とは異なっ て 、 キノン系に Q・7を持 ち、塩基 の相違数も
大 きか っ た （finger　print　segment は AVUUAUUGU、猛墓の相違数は 14）。 以上 の結果 よ り、

genus　Metsckniko幅 a は heterogeneeusな菌群である ことが判明 した 。 と くに、踵．　 austra 。

1塾 は属 を別にす べ きと考 え られ た 。 垂幽 や Erem。thecium な どの菌株を加 え、す べ て

の 供試菌株の 26S　rRNA の 塩基配列につ い て も書及する。 ユ）Y．　Yamada　and 　T。　Nagahama，
一 ，　三｝ヱ，　199　（1991）．　　2）　Y．　Yam急da　and　H．　Kamasaki，　J．　Gen。
A　l．Hicrobiol．，　ikt，　173　（1989）．
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